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                           Yoshikazu ITO 
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   On urinary tract infections in patients with traumatic spinal cord injuries, bacterio-
logical examinations of the urinary bacteria nd sensitivity tests of isolated bacteria gainst 
Penicillin, Streptomycin,  Chloramphenicol, Tetracycline, Erythromycin and Sulfa-isoxazol 
were performed during Angust 1961. Observations were made on yearly change of  sensiti-
vity of urinary bacteria against chemotherapeutic drugs during the period between 1957 
and 1961. The results of studies are summerized asfollows. 
 1) Among 51 cases of spinal cord injury, only 3 cases showed no bacterial growth for 
urinary cultures. The isolated urinary bacteria from 48 patients, totalling 58 strains,  corn-
prized 5.2 % of cocci and 93.1 % of bacilli including about  60  % of E. coli group, 12.1 % 
pseudomonas and 10.3  % proteus group. 
 2) Although E. coli group of bacilli was most frequently recognized as urinary bacilli 
during the observation period, an increased frequency of pseudomonas and proteus groups 
and a decreased frequency of Gram-negative cocci were encountered after 1960. 
 3) The results of sensitivity tests against he above mentioned 6 antibiotics indicated 
that Streptomycin was the most sensitive drug. All of isolated proteus were sensitive to 
Streptomycin, while slight sensitivity was demonstrated in below 50 % of E. coli group and 
below  43  % of pseudomonas. 
 4) On yearly change of sensitivity against each antibiotics. All of the drugs tested 
showed resistance at below  50  % levels with some yearly fructuation, and almost all cases 
revealed multi-resistance which rapidly increased after 1959. 
 5) Alternatitve change of infected bacteria was recognized regardless treatment, and a 
tendency of increase in resistence against antibiotics was demonstrated in cases where less 












検 査 方 法
検 査 対象 は,昭 和32年よ り36年迄 に 中 国労 災 病 院 に
入院 中 の脊 損 患 者 を対 象 と し選 ん だ.
採尿 方 法 は カ テ ーテ ル に て無 菌 的 に 膀胱 尿 を採 取 し
た.被 検 尿 を遠 心 沈 澱 し,沈 渣 の一 部 を グ ラム染 色 し
て鏡 検 し,残 りの 沈 渣 をBTB培 地,Heart・infusion
培 地に 分 離培 養 し,37。C18～24時間 後 発 育 した 集落
に つい て 鑑別 培 養を 行 な つ て菌 種を 同定 した.但 し鏡
検 に て 菌 を 認 め ない 場 合 はBouilionにて 増 菌 培 養
し,前 記 と同 様 の方 法 で菌 種 を 同定 した.
感受 性 検 査 は,日 水 製 薬 製 の 薬 剤耐 性 検 査 用 培 地 を
使 用 し,昭 和 デ ィス クを 用 い,Penicillin(PC),
Streptomycin(SM),Chloramphenicol(CP),
Tetracyclin(TC),Erythromycin(EM),Sulfa-
isoxazo1(Sulf)の計6剤 に つ い て,金 沢 ら の方 法 に
準 じて行 つ た,尚EMは 昭和33年よ り行 なつ た.
































球 菌5.2%,桿 菌93.1%であ り,コ リ ・アエ ロゲ ネ
ス群 が 最 も多 い.
混 合 感 染 症 例 は 次 の 如 くで
コ リ ・アエ ロゲ ネ ス群 十パ ラ コ リ菌3
コ リ ・アエ ロゲ ネ ス 群 十 ア リゾ ナ菌1











































































































































































































































































































最 も感 受 性 が 高 い の はSMで,次 いでCP>TC>
EM>PC>Sulfの 順 に 低 下す る.
B)菌 種 別 感 受性
症例 数 の多 い 菌 種 につ い て 検 討 すれ ば 図1の 如 く
で,
コ リ ・アエ ロゲ ネ ス群:SMに50%の 感 受 性 を 示 し
最 高 であ り,次 い でCP38.9%,EM33.3%,TC
27・8%でPC,Sulfは全 く感 受 性 を示 さな か つ た .
パ ラ コ リ菌:SM,EMに 各 々50%の 感 受 性 を示
し ・次 い でTC43・6%,CP37,5%,Sulf6.2%で,
コ リ アエ ロゲ ネ ス群 よ りもや や 高 い感 受 性 を 示 し,
PCは耐性であつた.






























































で,32年はPC,Sulfが共 に92%の 耐性 率 を 示 し最 も
高 く,次 い でTC70.8%,SM56%,CPがO%で
あ つ た.33年度 は 各薬 剤 共 に 全 般 的 に耐 性 率 は 減 少 し
た が順 位 は や は りPC,Sulfが最 も高 く,次 い でEM
が57.1%,SM50%,TC36%,CP12%の 順 とな
り,TCは か な り耐 性率 の減 少 が 目立つ,CPは 逆 に
耐 性 率 はや や 高 くな つ て い る.34年 よ り各 薬 剤 共 耐 性
率 は 増 加 し,35年 が 最 高を 示 しSulf100%,PC97
%,TC91.6%,EM71.4%,SM69.4%,CP63.8%
の 順 で あつ た.36年 で は 再 び 耐 性 率 は や や 減 少 し
Sulf89.7%,PC85.2%,TC72%,EM70。1%,CP
66.1%,SM58.8%の順 でSMが 最 も低 率 で あ つ たt






































、 亀 一,・ πρ…＼ミ〉ク錫
、/耳 ～2年 ～3葺 ～4耳 ～5耳 ∫鋒～













































































































～ノ年 ～2無 ～3年 曜4耳 ～5勾5年 以上
愛傷后経過勾数



































不 詳 桿 菌
不 詳 桿 菌
パ ラ コ リ
緑 膿 菌
不 詳 球 菌
パ ラ コ リ
コ リ アエ ロゲ ネ ス
パ ラ コ リ
ア リ ゾ ナ
コ リ ・アエ ロゲ ネス
コリ アエロゲネス
不 詳 桿 菌
コ リ ・ア エ ロ ゲ ネ ス
パ ラ コ リ
コ リ アエ ロゲ ネ ス
パ ラ コ リ

















































































使 用 薬 剤 及 び 感 受 性






















































































るが,我 々は 占部(1961)の報告を参考に し分
類 した.その結果,51例中無菌者3例 を除いた48
例58株中 コ リ ・アエ ロゲネス群が最 も多 く,次
にパ ラコ リ菌,緑 膿菌,変 形菌及び不詳桿菌 と
な り他の菌は僅少で あっ た,こ の内混合感染は
9例(18.8%)認め,コ リ アエ ロゲネス群 とパ
ラコ リ菌 が最 も多かつた.先 学者 の神経因性膀
胱 に於け る尿路感染 の文献 を表示す る と表7の
如 くで ある.こ れをそ のま ま自験例 と比較す る
事は上戸(1964)も報告 している様 に各報告者
に依 り培 養同定法及び腸内細菌分類法 の差,或
は地域的 な化学療法 の普及度 の差等 で一様には
云えないが,一 応腸 内細菌 についてはKauf-
fman(1956)の分類 に ょるTribes迄 を一括
して比較す る と,Escherichieae及びKlebs-
ielleaeに属 す るものが各報告者 では20.6%～
60.9%となるが,自験例では58.6%であった.変
形菌は 自験例 が 最 も少 な く,緑 膿菌 はOwen
の報告に等 しい.ブ ドウ球菌 については上戸 も
極 めて少 ない と報告 してい るが,自 験例 でも非
常 に少 なかつ た.
次 に尿 中細菌 の年 度別推移 は,グ ラム陰性桿
菌 の占め る 比率は 各年共に大で あるが,変 形
菌,緑 膿菌 は昭和34,35年以降は急に増 加 して
いる.之 に反 しグラム陽性 球菌 は遂年的に減少
を示 した.土 屋(1956)は非脊損尿路感染症 に
ついて昭和28年～30年迄,261例 の検索で変 形
















































































し,教 室 の非脊損 例(1962)でも昭和35年10月
～36年9月迄 の検 索で緑膿菌 が最 も多かつ た と
報告 し,こ れ らの細菌 について多 くの人が化学
療法 剤に対 す る耐性率 が高 く,且 菌交代 の原因
ともな り治療 に対 し注意 を喚起 してい る.
次に受傷後経過年数 との関係 では0～5年 迄
は グラム陰性桿菌 の占める比率が大で あるが,
5年以上経過 したものはグ ラム陽性球菌が増加
の傾 向を示 した.
分離菌 の化学療法剤 に対す る感受性につい て
近藤(1962)は,1960年に脊損患者61例に対





上戸(1964)も脊損50例に7薬 剤を使 用 し4期
に亘 つて検 査 した結果,Sulf,PCは全例 に耐
性 を示 し,SM,EM,TCも 殆 んど耐性で,CP
に於 て も4期 中前1期 は感受性 を認 めたが,そ
の後 は殆 ん ど耐性 を示 した と報告 してい る.自
験例 はSulf,PC,SM,TC,EM,CPの 感受
性検 査を行 つたが,58株中Sulf,PCは耐性 率
85%以上 で最 も高 く,次 いでEM,TC,CPが
60%前後,SMは37.9%で 最 も低率 であつた.
次 に分離菌種別 に各 薬剤の感受性 について,
占部(1961)は非脊損例 につい て報告 し,コ リ・
アエ ロゲネス群 中 最 も 感受性 を 示 したのは,
Colistin,CPで高 度感 受性 は45～50%,中等度
感受性を あわせ て も65～66。6%であ ると,又
SM,TCも か な りの感受性 も認め られ たが 耐
性率 も高 い パ ラコ リ菌 は前者 と略 々同様 であ
るが,こ の菌種 の方が やや高い感受性 を示 した
と,次 に変形菌,緑 膿菌につ いては各薬剤共 に
強 い抵抗性 を 示 し,変 形 菌で はSMが 最 も感
受 性があ るが高度,中 等度感受性を あわせて も
58,3%で,次いでCPの42.1%で あ り,緑 膿
菌 はColistinに40%の感 受性 が あ り最 も高か
つ た と報 告 してい る.又 同氏が論文中 に引用 さ
れてい る文献 考察 では大腸菌群 はCPが85～
90%前後,TC系 剤 は50～70%前後 の感受性が
あ り,変 形菌 及び緑膿菌 は概 して抵抗性 が強 い
と報 告 されてい る.教 室例(1962)でも大腸菌
群はKanamycinが82%の感受性 が あ り最 も
高 く,他 の薬 剤 の感受性 は31%以下 であ り,緑
膿菌,変 形菌 につ いてはかな りの耐性率 を示 し
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たと報告 している.自 験例では,コ リ ァェロ
ゲネス群はPC,Sulfは全 く耐性で,SMに50
%の感受性を示 し最 も高かつた.パ ラコリ菌は
PCが耐性で,SM,EMが 各々50%の感受性




形菌はSMに 最 も感受性が高 く,次いでCP,
PCであるが緑膿菌 と同様その殆んどが 軽度感





























































に75%の耐性増加が見 られ,菌 変動(+)群 は
すべて耐性変動が あり増,減 共に 同率であっ
た.未 治療群に於ても菌変動(一)群 に27,3%
の増加が見られるのに反し,菌変動(+)群 に























以降は増加し,逆 に グラム陽性球菌は減少 し
た.受傷後経過年数 との関係では大腸菌の占め
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